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1．背景と研究目的 

酸化ガリウム光触媒(Ga2O3)は水存在下での光照射によって CO2を還元し，CO，H2，O2を生成するこ

と，また Ga2O3に Ag を助触媒として担持すると特に CO 生成が促進されることが報告されている．生

成物の CO は C1 化学の出発物質で工業的に多くの用途があり，CO₂を還元し CO を生成することは，地

球温暖化対策として，またエネルギー貯蔵の観点からも非常に有用である．本研究では，光析出法（PD）

で調製した銀担持酸化ガリウム光触媒に対して，大気中加熱処理（前処理）を行った．加熱処理前後の

銀担持酸化ガリウム光触媒について Ag L3-edge XANES スペクトルを測定し，それぞれの試料中の銀助

触媒の状態について調べた． 

 

2．実験内容 

硝酸銀を用いて光析出法（PD）で β-Ga2O3 に銀助触媒が 1 wt%担持された試料を調製した

（Ag/Ga2O3(PD)）. 調製した試料について大気中 573K で１時間加熱処理を行った．加熱処理前後の試

料について Ag L3-edge XAFS 測定をあいち SR BL6N1 にて行った．試料については，He ガス雰囲気下，室温，

部分蛍光収量法で，銀参照試料は変換電子収量法で主にXANES スペクトルを取得した． 

 

3．結果および考察 

 Fig.1 に Ag L3-edge XANES 測定の結果を示す．

光析出法（PD）で調製した試料 1 wt% Ag/ Ga2O3 

(PD)には，3380, 3400 eV 付近に特徴的な微細構

造が見られるが，これは Ag foil の XANES スペ

クトルの微細構造と同様なエネルギー位置に観

測される．このことから光析出法（PD）で調製

した試料は反応前から Ag 助触媒が金属状態で

担持されているといえる．一方，加熱処理後の

試料 1 wt% Ag/Ga2O3 (PD-H)に対しては明確な微

細構造を持たないブロードなスペクトルが得ら

れた．このスペクトルは小さな銀クラスターの

スペクトルと同様であったことから，加熱処理

によって小さな銀クラスターに変化し，高分散

状態で Ga2O3 上に担持されていることが明らか

となった． 
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Fig.1 試料の Ag L3-edge XANES スペクトル (a) Ag foil, 

(b) 1 wt% Ag/Ga2O3 (PD), (c) 1 wt% Ag/Ga2O3 

(PD-H) 


